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１）本論文は2007年度立命館大学大学院応用人間科学
研究科修士論文の一部である。
２）現カウンセリングルーム　Humming Bird代表。
３）本研究では「不倫」「浮気」という言葉はネガティ
ブな意味を含むため引用以外は用いない。代わり
によりニュートラルな言葉として「婚外恋愛」と
いう言葉を用いる。
１　背景と目的
　日本人既婚男性における浮気経験者３）は実
に50.8％と半数以上におよぶという報告（野原，
1999）がある。一方，司法統計年表（2008）に
よると，女性からの家庭裁判所での離婚の申し
立て理由として１番の理由は「性格の不一致」，
次いで２番目に「暴力の問題」，３番目に「生
活費の問題」，そして４番目に「異性関係」が
くる。そのことからも，かなりの確率で存在す
る婚外での恋愛は，夫婦関係を壊し離婚に到る
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最たる要因ではないことは推測できる。もちろ
ん，実際の理由との間に乖離がある可能性があ
る。また，協議離婚が中心の我が国の事情を考
慮すると，この順位をそのまま鵜呑みにするこ
とはできない。加えて，婚外での恋愛をどの程
度の妻がしっているかということが表されてい
ないことも考慮の必要がある。しかし，少なく
とも婚外で恋人を作らなくても，性格があわな
いという理由で離婚届を突きつけられる人たち
がいるにもかかわらず，妻に知られているかど
うかは別として，婚外で恋愛をしながらも妻に
離婚届けを出されない人たちがかなりの数存在
することが推測される。
　研究の領域においても，婚外恋愛４）の研究
は実態調査以外は皆無といってもいい（松本，
2008）。それに対して欧米では盛んであり，た
とえば，GlassとWright（1992）がそれぞれの
視点で婚外恋愛のタイプを別ける研究をおこな
っている。また，婚外恋愛からの治療という点
での研究も多くみられる（たとえば，Winek＆
Craven，2003）。他方，婚外恋愛による不健康
さをAllen（2005）が，逆にLinquist（1989）
はより中立的，相対的に婚外恋愛の健康な点を
指摘した。それら海外の婚外恋愛の研究から婚
外恋愛という現象の断片的一面は理解できるも
のの，その婚外恋愛をしている当事者の心のプ
ロセスに関してはまったくわかっていないと言
える（松本，2008）。
　一方でメディアによって不倫という言葉は毎
日のように飛び交い多くのイメージを世間に植
え付けている。つまり，研究による客観的な記
述がなく，バイアスのかかりやすいマスコミ報
道のみが情報となるため，偏ったイメージを作
り上げている可能性が高い。
　今必要なことは，作られたイメージとしてで
はなく，客観的に婚外恋愛という現象がどのよ
うなものであるのかを明らかにすることであ
る。そこから現代の日本の夫婦関係の一端が見
えてくるのではないだろうか。
　本研究では男性の婚外での恋愛の実態を明ら
かにすることの第一段階として，夫婦関係を維
持しながら婚外恋愛をする男性の婚外恋愛関係
がどのように保たれているかのプロセスという
限定的な事象を明らかにすることを目的にし
た。なぜなら，妻との関係を大切に，そして円
満に行いながらも真剣に恋人との関係を継続す
る男性は，従来とは違う夫婦のあり方を示して
くれる，独特の夫婦観や夫婦像が見えてくると
思われるからだ。
２　インフォーマントの選定と方法
2-1　インフォーマント
　本研究では，知人の紹介を経由してインタビ
ューアーと面識のない婚外恋愛の経験がある既
婚男性10名にインタビューを行った。
　本研究の目的から，婚外恋愛の経験があり，
その相手との関係が一時的なものではなく，さ
らに夫婦生活も円滑に行っているインフォーマ
ント（以下info.）を選ぶ必要がある。そこで，
本研究ではinfo.自身が①夫婦関係に不満がない
②夫婦関係の良さ③妻への愛情④相手との真剣
な関係について言及しているという４つの視点
を設け，インタビューの中でそれらに関係した，
自発的な発言が４つ全てに見られた方をinfo.の
条件として選定した。以上のサンプリングの結
果，本研究のinfo.は６名５）になった。また，様々
な角度からの比較や，新たな概念を構築するこ
とを目的として上記の４条件に該当しない婚外
４）本研究では婚外恋愛を配偶者以外に特定の恋愛感
情を向ける相手が継続的にいることと定義した。
５）インフォーマントの属性以下の通りである。年齢：
29～46歳。初婚。同時に二人以上の婚外での恋愛
経験なし。妻との性生活１名以外あり。婚外恋愛
の期間：１年～５年。相手の既婚の有無：５名既
婚，１名独身。子どもの有無：１名子どもなし，
４名子ども有り。婚外恋愛の恋愛の回数：１名以
外複数。
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恋愛の経験のあるinfo.４名の語りも比較対象と
して扱った。そのデータを加え，新しい概念が
あがらないことを確認し理論的飽和化ある程度
近づけたと判断しinfo.の新しい募集を中止し
た。なお，本研究は倫理的配慮として，info.の
情報は研究を行う上での必要最低限とした。ま
た，インタビュー時に，研究の趣旨を丁寧に説
明し，話したくないことは話さなくていいこと，
データは個人が特定されないよう配慮して扱う
ことを，インタビューデータは論文に記述する
ことを伝え同意を得た。
　なお，結果に年齢の違いなどinfo.の性質によ
る違うプロセスが想定される。しかし，本研究
において，それら性質を超えた理論の生成を目
的にしているため，その差異は取り扱わない。
2-2　手続きと分析手法
　調査はinfo.が希望する場所を優先し，半構造
化面接を行った。面接時間は一時間を目安にと
伝え，本人が特定されないよう配慮をすること
を約束し，ICレコーダを用いる了承を得て録
音した。なお，半構造化面接で使用した質問項
目は「婚外恋愛に至った経緯とそのときの気持
ち」「婚外恋愛を通して考えたこと」「夫婦関係
の変化」「どう考えが変わっていったか」を自
由に語ってもらった。面接中にまた，info.の発
言をうけて，話の内容に対する質問を適宜行っ
た。面接を終了し，分析に移行した後も，その
過程で出た新しい疑問は可能な限りでメールや
電話を通じて再度info.に質問した。
　そこで得られたデータを逐語化しグラウンデ
ッド・セオリー・アプローチに（以下GTA）
により分析を行った。GTAは限定した範囲内
で説明できる理論の生成ができ，そして質的研
究の中でも体系的に分析手順が示されている。
さらに本研究では，数あるGTAの中からイン
タビューデータの分析に適していて，婚外恋愛
という限定された領域であるという点を考慮
し，領域密着型の理論生成を目的とする木下
（2003）の修正版グラウンデット・セオリー・
アプローチに順じて分析を行った。以下に分析
作業概要を示した。
１． インタビューデータを読み込み，文章の内
容にそい研究テーマに基づいて概念を生成
した。概念には定義を定めて，その定義を
代表するラベルを付けた。（概念名は可能
な限りinfo.の使用した言葉であるインディ
ボコードを用いた）またその時，疑問や対
極の概念と考えられるものなどを思いつく
限り理論メモとして残した。
２． １人目の事例の分析作業を終えた後，同じ
ように２人目の事例の概念を挙げた。なお，
その過程で１人目の事例で残した理論メモ
を参考に概念の定義やラベル名をより適切
だと思われる形になるように変更を加え
た。それが終了すると次のinfo.の語りを分
析する。
３． 概念生成と平行し，概念の上位に位置する
カテゴリー，コアカテゴリーを作成し相互
関係を検討した。
４． 比較群を比較対象として概念をより精緻化
した。
５． カテゴリー，コアカテゴリーともに逐語と
比較し，適切であるか検討した。検討した
結果必要に応じて変更を行った。
６． 理論メモを元に，ストーリーラインと概念，
カテゴリー間の関係を図に表した。
７． 分析の中で不十分なデータに関しては，再
度info.に質問を行う，また，対象者を増や
し必要なデータ収集を行う等，の対処を行
った。
３　結果と考察
　本研究は婚外恋愛中の男性はどのように婚外
恋愛関係を意味づけ維持させていくのかという
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プロセスを明らかにすることを目的としたもの
である。よって，分析の上でのテーマを「婚外
恋愛中の男性がどのように婚外恋愛関係を意味
づけて維持していくのか」と設定し，分析を行
った。その結果，以下に示した［自己意味づけ
作業］をコアカテゴリーにまとまるカテゴリー
間と概念間の関係が明らかになった。それを説
明するために，まず全体の要約であるストーリ
ーラインを示し，その後概念，概念間，カテゴ
リー，カテゴリー間の説明を示した。
　本研究はGTAの性質上，結果と考察を別け
て記述する事は不適切であると判断し，結果と
考察を合わせて記述する。なぜなら，分析は段
階的ではなくプロセスとして進行するため，そ
こには考察の要素が自動的に含まれること（木
下，2003），また分析が的確に行われていれば
いるほど読み物のごとく読める内容となるのだ
が，そうした滑らかさは結果と考察に別けると
得にくくなること（木下，2003）があるからで
ある。また，前述したようにGTAにおいてす
べてのinfo.の語りの中から理論生成を目的とす
るため個人の文脈は考慮しない。
3-1　ストーリーライン
　本研究に関してのストーリーラインを以下に
述べる。なお，〈　〉は概念，《　》はカテゴリ
ー，［　］はコアカテゴリー，『　』は定義を示
した。
　結婚という社会的に認められた婚姻制度に守
られ，また，確立された妻との関係のなかで男
性は安定と安らぎという人生の上で大切な要素
を得る。しかし，その中で無意識的にせよ意識
的にせよ婚外恋愛に落ちていく。それは「結婚
前に予想していなかった」「だめなことだと思
った」というコメントからも「落ちる」という
のが妥当な表現なのかもしれない。しかし，彼
らはまた《夫婦関係》に対しては〈不満のなさ〉
を前面に押し出し〈妻への愛情表現行動〉をし
ていることを語る。その反面，同時に〈妻への
慣れ〉や〈性的関係の減退〉などがあることも
語る。
　恋人との関係が始まると，《栄養剤》で表現
された，以下のことがらからエネルギーを得て
いく。まず〈性的要因〉というもっとも分かり
やすく具体的な部分である。そして逆に〈ドキ
ドキ〉といった関係性の中で感じる陽性感情や，
さらに〈成長〉という自分がより成長できると
感じることのできる部分も《栄養剤》となる。
さらに加えて，〈いつもと違う役割と体験〉つ
まり『恋人との関係の中で普段の自分とは違う
役割を経験したり，また日常とは違うことを体
験したりすること』で《栄養剤》を得ていく。
そして，心の余裕と関係が相対化されたことで，
《夫婦関係の再考》がおこる。具体的には，婚
外恋愛が妻に露呈するということを機会に〈露
呈による妻への思いの変化〉がおこり，また，
露呈しない場合でも〈妻への認識や行動の変化〉
がおこり徐々に妻の特別さを感じるようにな
る。
　他方で，妻，恋人とも〈思い出と時間の共有〉
や〈相手の弱さを知る〉ことで徐々に《絆》が
作られていく。その結果，相手に対して〈俺が
いなくちゃ〉という思いと〈相手のために離れ
ないと〉という矛盾した思いが生じる。
　それらの概念が影響し合い，初期から感じて
いた《心の葛藤と罪悪感》が〈婚外恋愛に対す
る罪悪感〉や〈婚外恋愛独自の己の葛藤〉を感
じ，より複雑なものになることで苦しんでいく。
　そして彼らは婚外恋愛によって不安定になっ
た心のバランスをとるために《関係の再価値化》
を行う。具体的に，〈結局は壊れない〉と妻の
永続的な関係を確信し，だからこそ大切なその
関係を守るために，恋人を好きになりすぎる気
持ちを〈心のブレーキ〉で抑えていく。しかし，
自身の中での関係の整理ができても，現実は何
もかわらない。そこで，さらに，現状をそのま
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ま認める［自己意味づけ作業］を，〈肯定的物
語探し〉〈好きだから〉を用いて行っていく。
そのバランスを取り戻す試みをすることによっ
て現状の関係が維持されていく。そして婚外恋
愛の関係が続く限り，絶えず安定への試みは続
けられ修正されていく。
　以下Figure1に概念カテゴリーの影響の方向
を表した。
3-2　カテゴリー：夫婦関係
〈妻への愛情表現行動〉
　「日常生活の家事を協力する」「記念日はかな
らずサプライズをする」「毎日愛してると言う」
などの語りが見られた。このように妻に対して
愛情を示す行動をすることもinfo.の男性たちの
特徴といえる。この概念を〈妻への愛情表現行
動〉とし，『妻へ愛情や感謝を伝えること』と
定義した。妻が夫にもっとも望むこととして，
感謝の言葉が一番に挙げられる（NIKKEIプラ
ス１，2006）。一方，夫婦間満足度は，夫より
妻のほうが低い（菅原・託磨，1997）。そこか
らも，多くの夫は感謝の言葉を妻にかけていな
いことを推し量ることができる。そう考えると，
それが出来ているinfo.たちは，世間一般の妻か
ら不満を持たれる男性と違う可能性が高い。も
ちろん，妻への後ろめたさからの行動である可
能性もあるが，info.は婚外恋愛以前からその点
は変わらないと語っていた。それも含め，夫婦
の中で愛情行動が愛情行動として成立するに
は，妻側が愛情行動と認識する必要がある。そ
のため，この概念はinfo.側の主観的な意識であ
るという点は留意すべきである。
〈妻への慣れ〉
　上記の概念のようにポジティブな夫婦の側面
だけではない。もちろんinfo.の男性達も不満と
いう言葉でこそ表現しないが，夫婦という関係
の中で時間とともに失われていくものを感じて
いる。それを〈妻への慣れ〉と概念名を付け，
『日常の中で妻に対して慣れを感じるようにな
ること』と定義した。
《夫婦関係》
《夫婦関係の再考》 《婚外恋愛の葛藤と罪悪感》
〈妻への愛情表現行動〉
〈妻への不満のなさ〉
〈妻への慣れ〉
〈性関係の減退〉
《栄養剤》 《絆》
《相手への責任》
《関係の再価値化》
［自己意味づけ作業］
〈成長〉
〈ドキドキ〉
〈いつもと違う役割と体験〉
〈性的要因〉
安定した関係（日常）
新鮮な関係（非日常） ?????????
〈露呈による妻への思いの変化〉
〈妻への認識や行動の変化〉
〈いけないと思い惹かれる気持ち〉
〈婚外恋愛に対する罪悪感〉
〈婚外恋愛独自の己の葛藤〉
安定化 複雑化・
高いストレス状態
関係の相
対比・心の
余裕
「伴侶」として
再認識する
永続的な関係を確信
???? ????
〈結局は壊れない〉
〈心のブレ キー〉
〈肯定的物語探し〉 〈好きだから〉
矛盾した感情
〈弱さを知る〉
〈思い出と時間の共有〉
強固な関係
の形成
〈俺がいなくちゃ〉
〈相手のために離れないと〉
（相補関係）
恋人と別れられ
ない
Figure 1. 既婚男性の婚外恋愛意味づけプロセス図
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　　 　「生活の中で見ている人やから，普段部
屋に下着も干してあるし，風呂から上がっ
た後そのへんびーと歩いているときもある
し。普段から見ているから，慣れてしまっ
ていることもあるし。」
　このinfo.は一緒に生活をする妻に対してとき
めきや性的な魅力が生活の中で徐々に消えてい
った。それは，妻との関係の中で得られる安定
というものの代償といってもいいだろう。
〈性関係の減退〉
　妻との長い婚姻生活の中で性関係が減ってい
ったり，なくなったりしたという語りが聞かれ
た。また，そのきっかけとして子どもの誕生が
あると語った男性もいた。それを『婚姻生活の
中で妻に対する性的興味が減退したり，性交渉
の頻度が減少していくこと』と定義し，〈性関
係の減退〉と概念名を付けた。
　出産を契機に性的な興味が減退したinfo.は２
人存在した。このことは，小野寺（2005）が明
らかにした，子の誕生から２年間は夫婦の親密
性が低下することと重なりがあるのかもしれな
い。また，そのことを夫婦の問題とすることで
妻を傷つけてしまうのではと語るものもいた。
3-3　カテゴリー：栄養剤
　例外なくすべてのinfo.は婚外恋愛を通してエ
ネルギーを恋人との関係の中から得ていた。そ
れを，《栄養剤》というカテゴリーにした。
info.は《栄養剤》を得ることで日々の仕事の効
率という現実的な側面から，夫婦関係への心の
余裕，さらに生活の張りとなっているなど多岐
に及んだ。では，いったいその《栄養剤》とは
何なのであろうか。その点を念頭に置き分析を
続けると〈性的要因〉〈いつもと違う役割と体験〉
〈ドキドキ〉〈成長〉の４つの要因が明らかなっ
た。
〈性的要因〉
　『性的満足が得られること』と定義し〈性的
要因〉と概念を立ち上げた。info.は性的に相手
から満たされていることを語る。しかし，この
要因をあまり強調しない。その背景には語り難
く，受け入れられ難いという社会的理由も考え
られるであろう。そのためか純粋な〈性的要因〉
というよりそれに付随して得られるものを以下
のように強調する。
〈ドキドキ〉
　性的なことではなく，『恋人との関係の中で
トキメキ，ドキドキと表現される陽性感情を持
つこと』と定義した〈ドキドキ〉の存在も同時
に大きい。あるinfo.は婚外恋愛で得られている
ものとして一番大きいのはこういう感情である
と語ってくれた。
〈いつもと違う役割と体験〉
　男性は妻との関係を日常という言葉で表現し
て，恋人との関係を非日常と表現する。それは，
家庭での中で父であり夫であることを日常とい
う言葉で表し，日頃演じることのない役割を非
日常という言葉で表現しているのだろう。それ
らの語りを『恋人との関係の中で普段の自分と
は違う役割を経験したり，また日常とは違うこ
とを体験したりすること』と定義し，〈いつも
と違う役割と体験〉と命名した。
　　 　一つは彼女が運転する車にのったとき
は，幸せだと思った。今まで付き合ってき
た人って車の免許持ってなかった人が多く
て，女性で，要するにいつも運転する側だ
ったんですよ。ところが彼女は運転をバリ
バリこなすっていったら変だけど，一緒に
乗って，別の空間ていうか，新しい空間て
いうのを感じましたね。
　〈いつもと違う役割と体験〉の概念の中でも
上記のinfo.の語りは多様な意味合いを持つ。ま
ず，恋人が運転する車に乗ることは，彼の人生
にはあまりなかった，男性としての社会的役割，
つまりジェンダーからの解放の経験なのであ
る。また，妻と一緒のときとは異なり，自らも
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新しい役割が演じられる場としても捉えられて
いる。この概念は固定化されている役割への反
発であったり，不満を顕著に表しているという
より，むしろ既存の役割以外を持つ喜びである。
この概念は，自分の可能性を広げることと同義
でり，次の〈成長〉との重なりも強い。
〈成長〉
　恋愛を通して，自分が成長するということに
言及する語りが多く見られ，それを『恋人と接
することで人として成長すること』と定義をつ
け，〈成長〉とした。info.は不倫するという他
者との親密性獲得の中で自分の変化を感じてい
く。それは同性であっても可能なように思われ
るが，深い他者との親密な関係は男性の場合同
性より異性の方が作りやすいと言える。という
のは，Buhrmester（1996）やMaccoby（1990）
が報告しているように，同性の友人関係では男
性の場合は，力，行動そして支配が中心になる
からである。つまり，同性は弱みを見せる対象
ではなく，競い合い，高めあう存在なのだ。し
たがって男性は，自己の内面をさらけ出し，内
面的成長を求めるとき必要とするのは，異性で
ある女性になる可能性が高い。そして，内面を
曝け出すほどの親密さはそのまま恋人関係につ
ながる可能性が秘めている。
　〈性的要因〉〈いつもと違う役割と体験〉〈ド
キドキ〉〈成長〉は〈妻への不満のなさ〉〈妻へ
慣れ〉〈性的興味の減退〉とパラレルな関係に
なる。視点を変えると安定という妻との関係を
得ていく中で失われたものを取り戻す作業とい
ってもいい。つまり，〈性的興味の減退〉は〈性
的要因〉に，そして〈妻への慣れ〉はすべての
概念と相互作用がある。さらに，〈妻への不満
のなさ〉とのカテゴリーの関係において，妻へ
の妻役割意識というジェンダー意識の表出が見
てとれるのではないだろうか。つまり，妻には，
家事をし，母として子育てをするという社会的
分業という役割を満たすことに期待を置いてい
るため，不満という形では出ず，恋人に求める
という形で表出していると思われる。人の欲望
は永続的であり，恋人との新鮮さは時間ととも
に消失していき新しい人を求めると考えること
は可能であるが，本研究のinfo.６人中４人が恋
人と４年以上関係を継続しており一概に上記の
ことを裏付けることはできない。つまりこのカ
テゴリーは新鮮さの追及という視点では捉える
ことのできないものである。Maslow（1970）
の欲求階層説によると人の要求は下位の要求が
満たされると次の要求にシフトしていく。それ
を当てはめると，妻との安定した関係の中で，
帰る場所を確保して精神的安定を得たことによ
り，より高次の要求を求めたといえるのではな
いだろうか。それが〈成長〉であり〈いつもと
違う役割と体験〉である。彼らにとって恋人と
の関係は安定を提供してくれる妻との関係の上
に成り立つ。それはある種の相補関係といって
もよい。妻との関係から得られるものがなけれ
ば恋人との関係から得られるものもなくなる。
つまり，両者は相補に影響しあいながら維持さ
れている。そのためその相補的な関係が成立し
た男性においては，さらに新しい人へという要
求は発生しづらい。
3-4　カテゴリー：夫婦関係の再考
　このカテゴリーは婚外恋愛を通して夫婦関係
や妻への思い，行動が変化したことを示したカ
テゴリーである。婚外恋愛の中で，妻との二者
関係が三者関係になることにより，妻の存在が
相対化され認識が変化していく。また，《栄養剤》
の影響も強く，そこから生まれた心の余裕が妻
との関係を再考する契機を与える。
〈露呈による妻への思いの変化〉
　info.の中には婚外恋愛が妻に露呈することに
よって妻に対する思いが変化した人たちがい
た。彼らの語りを『婚外恋愛が露呈するという
経験を通して妻への思いが変化すること』と定
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義し，〈露呈による思いの変化〉という概念を
立ち上げた。
　婚外恋愛が露呈しても許してくれる妻を前に
して，愛情が深まったと語ったinfo.は多かった。
加えて，露呈をきっかけにタブーがなくなり，
何でも話せるようになったという語りも多くみ
られた。これはLinquist（1989）が明らかにした，
婚外恋愛が配偶者に知られることで配偶者との
親密性が上がる機会になり得るという結果と一
致する。もちろん，初期において，妻から責め
られ，不和場面に遭遇している。それを話し合
いで解決することで妻への愛情が増加してきた
とinfo.は認識している。しかし，他方で恋人と
の不和場面は語られない。また，不和場面に遭
遇していないと語るinfo.もいた。壊れないとい
う意識の上で不和場面を持ち込める妻との関係
と，脆弱であるため不和場面を作ることを回避
している恋人との関係という対比が推測され
る。
〈妻への認識や行動の変化〉
　上記の概念とは違い，妻に対して婚外恋愛が
露呈しなくても，時間の経過とともに妻への愛
情行動が増加していったinfo.もいた。そこでこ
の概念を『婚外恋愛をとおして妻への認識や行
動が変化していくこと』と定義した。
　婚外恋愛で《栄養剤》を得ることで精神的余
裕が生まれ，結果として家族に対して向き合え
るようになる。また二者関係の閉塞感からの解
放とも捉えることができる。info.の中には外で
恋人を作ったことで，妻との関係を自分にとっ
てはなくてはならないもの，生涯連れ添う人と
徐々に変化していったと語った者もいる。
　なお，このカテゴリーは比較対象群の語りか
らは見られず，このinfo.の男性達の大きな特徴
とも言える。
3-5　カテゴリー：絆
　一般的な恋愛と同じように相手との関係を離
れられないものにする要因がいくつか考えられ
る。それをここでは《絆》というカテゴリーの
下に，２つの概念でまとめた。
〈弱さを知る〉
　妻，恋人関わらず，相手の弱さを知ることに
よって相手へのコミットメントが上昇してい
く。それを『相手の弱さを知ることで相手を大
切に思ったり，離れられなくなること』と定義
し〈弱さを知る〉という概念で示した。
　過去のことをいっぱいいろいろ知ってるじゃ
ないですか。それこそ子どもの頃のこととか。
自分の場合，付き合った人は苦労した人が多い
んですよ。（中略）そういうの知ってるのでね。
どっちも大切にしなきゃいけないなって気持ち
がするんですよ。
　このinfo.は同時に妻と恋人の大変な過去を語
り，それによって大切にしないといけないとい
う思いが想起されたと語っている。この語りは
程度の差こそあれ他のinfo.の語りにも見られ，
そこに，存在する両方を大切にしなければなら
ないという矛盾した感情が見受けられる。
〈思い出と時間の共有〉
　お互い長い時間を共有することで相手への愛
着が徐々にあがって離れる事が困難になってい
く。それは妻との関係だけはなく恋人との関係
も含まれる。それを『お互い共通の思い出や時
間を共有すること』と定義し〈思い出と時間の
共有〉とした。
　〈弱さを知る〉，そして〈思い出と時間の共有〉
によって築かれた《絆》が，両方を大切にする
という相反する思いとなって次の《相手への責
任》に繋がっていく。
3-6　カテゴリー：相手への責任
　《絆》の影響で相手から離れることが困難に
なり，関係がより強固なものになることで男性
の多くは相手へ責任感に近い感情を持つように
なる。それは，〈俺がいなくちゃ〉と〈相手の
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ために離れないと〉と矛盾した思いである。
〈俺がいなくちゃ〉
　　 　〈今の奥さんだから大切だと思える理由
は〉嫁はんの育ってきた環境が大変やった
から。（中略）俺じゃなきゃだめなのかな
ぁと。
　info.の多くは，婚外恋愛を通して恋人と，結
婚生活を通して妻と自分がいないと相手はだめ
になるという一種の責任感を感じるようにな
る。それを『妻に対して自分がいないと相手は
だめだと思ったり，相手にとっての自分の存在
が大きいと感じること』と定義し，〈俺がいな
くちゃ〉と概念を生成した。
　他方で，あるinfo.は妻または恋人のどちらか
を選ぶという決断に際し，「自分を必要として
くれるほうを選んだ」と答えた。つまり，〈俺
がいなくちゃ〉と感じさせてくれる人を選んだ
のだ。それに近い語りが他のinfo.からも聞かれ，
必要とされているという認識が，男性にとって
いかに重要であるのが読み取れる。
〈相手のために離れないと〉
　　 　でも俺はやっぱり，戻るとこあるけど，
彼女は戻るとこないじゃないですか。彼女
がやっぱ一番寂しい思いをするし。
　上記のinfo.のように，関係の深まりと同時に
生まれてきた相手への責任の中で，別れを考え
るようになる。〈俺がいなくちゃ〉とは逆に，
この語りのように離れる相手として認識するの
は恋人のほうが多い。それらの語りを『相手の
将来を考え，自分と別れたほうがいいと思うこ
と』と定義し，〈相手のために離れないと〉と
いう概念を作った。それらはおそらく《絆》の
強さによって変化すると思われる。これは比較
対象群である妻と別れて恋人と結婚した人の語
りの中には，妻との《絆》はまったく語られて
いなかったことからも裏付けられる。
3-7　カテゴリー：葛藤と罪悪感
　婚外恋愛による《葛藤と罪悪感》は多岐にわ
たる。特に，初期に感じていた《葛藤と罪悪感》
は今まで説明していたカテゴリー，概念の度合
いが強まれば強まるほど影響が増え，より複雑
なものになっていく。その複雑さはさらに高い
《葛藤と罪悪感》を生む。
〈婚外恋愛に対する罪悪感〉
　婚外恋愛関係になった後も，悪いことをして
いるという罪悪感が付きまとう。「奥さんにす
まないという気持ちがある」ということが話の
中で聞かれることが多く，また，「（罪悪感が）
えげつない時期があった」と語ってくれたinfo.
もいた。その他では，妻以外にも「子どもにと
ってよくない」という語りも見られ，自身の行
動が子どもにとってマイナスになることを感じ
ているinfo.もいる。それらの語りを『婚外恋愛
によって感じる罪悪感』と定義をし，〈婚外恋
愛に対する罪悪感〉という概念を作った。
　この概念は《夫婦関係の再考》によって，さ
らにその申し訳なさの度合いを増していく。罪
悪感は妻に対して，家族に対しての責任感から
来るものであろう。下田ら（2004）による既婚
者に対しての調査によると，婚外恋愛に対する
後ろめたさに関して，女性の39.7％に対して，
男性は実に53.1％の人が後ろめたさを感じたと
回答している。そこからも責任という言葉と男
性性と結びつきの強さが窺える。
　他方で，罪悪感の相手は家族や，妻だけに留
まらない。自分と一緒にいることで，恋人の家
庭や子どもに悪影響を及ぼしているのではとい
う罪悪感を感じたり，またあるinfo.は恋人の母
親に対する申し訳なさで良心の呵責に悩まされ
たりしたことを語った。また，罪悪感は人に対
してだけではない，社会的な規範に対するもの
もある。好きな人ができた時点で離婚しないと
だめなのではという葛藤を抱え苦しんだ経験を
語ったinfo.もいる。
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　多くのinfo.がこの罪悪感の中，恋人との関係
を絶とうという思いに至りながら，それを実行
できない現実に苦しむ。苦しんだ分だけ，恋人
の存在が自分の中で大きいことを実感しながら
も，同時に妻の大切さという２つの相反する感
情に引き裂かれていく。この２人の存在の大き
さもまた《絆》によってより大きくなる。さら
に，《相手への責任》が強まることでより複雑
さを増していく。
〈婚外恋愛独自の己の葛藤〉
　婚外恋愛は普通の恋愛とは違い「一番」が複
数存在する異例の状態になる。それだけに当人
たちの葛藤も大きく，今まで経験してきたもの
とは異なった経験をする。それらを『婚外恋愛
独自の難しさからくる葛藤』と定義した，概念
を抽出した。
　info.は妻という婚姻上の正式な相手がいると
いうことで，恋人と普通の恋愛のように過ごせ
ず，また，恋人にもそれを求めることができな
い矛盾に葛藤する。
3-8　カテゴリー：関係の再価値化
　社会的，倫理的，そして己の良心から生じる
罪悪感，婚外恋愛であるため相手を過剰に求め
ることができないもどかしさ。さらに相手の家
族の存在は，互いに影響を及ぼしながら複雑化
していく激しい《葛藤と罪悪感》。それらを自
分の中で整理できない結果，info.は高いストレ
ス状況に陥る。その中でinfo.は，妻との関係，
そして恋人との関係を再度自身の気持ちの中で
整理していく。
〈結局は壊れない〉
　婚外恋愛という一見夫婦関係を壊しかねない
要因にも関わらず，それが妻に露呈しても自分
たちの夫婦関係は大丈夫であるということを語
るinfo.は複数いた。それらの語りに対して〈結
局は壊れない〉と概念名を付け，『恋人がいる
ことが妻との関係を壊す主要因にならないと思
うこと』と定義した。
　恋人の存在が妻との関係を壊す主要因にはな
らないだろうとinfo.は語った。これは《夫婦関
係の再考》とパラレルな関係にある。つまり，
過去に恋人がいることが露呈しても関係が壊れ
なかった安心感によるものが大きいと思われ
る。また，同時に婚外恋愛を通して大切にして
きた家族第一という思いが，後ろめたさを解消
し，大切にしてきたのだから妻も同じように思
ってくれているはずだという思いにシフトして
いるのではないだろうか。多くのinfo.は家族第
一ということを大切にしており，なおかつそれ
を恋愛相手にも伝えていた。その思いが妻はわ
かってくれるはずという期待へ姿を変えてもな
んら不思議はないように思われる。また，この
概念があるからこそ，恋人を大切にしながらも，
妻を第一として考える現状を自分自身の中で説
明できるのであろう。そして，この概念によっ
て《葛藤と罪悪感》は徐々に和らいでいく。さ
らに，この永続的な関係の安心感は，結果とし
て妻への距離を縮める。そうなることによって，
以下の概念が立ち現れる。
〈心のブレーキ〉
　『恋人を好きになりすぎて自分を見失ったり，
家庭を壊さないために恋人を好きになりすぎな
いようにしたり，いつ別れてもいい心の準備を
すること』という定義で〈心のブレーキ〉と名
前をつけた。info.は共通して割り切るという言
葉で相手への愛情の増加を押さえようとしてい
たり，恋人との関係を真剣であるといいながら
も，気持ちをある一定以上上げないようにブレ
ーキをかけていると語った。〈妻との関係につ
いての安心〉を持ち，しかし，だからこそその
信頼に応えないと，という思いも相まって高い
ストレスの中で〈心のブレーキ〉は踏まれてい
く。
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3-9　コアカテゴリー：自己意味づけ作業
　《関係の再価値化》によってinfo.は，夫婦関係，
婚外恋愛関係の自身の中での価値を整理する
が，変わらない現実，つまり恋人も妻もいる現
状がある。その変わらない現実と《関係の再価
値化》によって整理したこととのギャップは大
きい。そしてそのギャップはさらなる《罪悪感
と葛藤》を生じさせる。そこで，その現状その
ものを意味づける作業が必要になってくる。そ
の結果，info.は妻を優先にしつつ，恋人との関
係も大切にしているという現状を，自分の中で
意味づけていくことにより，自身の精神状態を
安定させようと試みる。それを本研究では［自
己意味づけ作業］というコアカテゴリーにした。
それは今までに示した概念が一時的に収束する
通過点である。info.は自身の心の安定を保つ試
みを行う。しかし，試みはあくまで試みであり，
到達点はない。つまりこの概念は到達点を示し
たものではなく，プロセスの集大成であり過程
そのものを示したものである。この［自己意味
づけ作業］には以下の概念が用いられる。
〈好きだから〉
　婚外恋愛の認知的な不協和を解消するため
に，自身の中で言語化して意味づける行為が見
られた。それを『行為や現状を自身の中で言葉
によって説明することで納得しようとするこ
と』と定義して〈好きだから〉とした。「好き
だから仕方がない」という語りは多くのinfo.に
共通して見られた。妻以外に好きな人ができる
ことは悪いことという倫理観と現実のズレを解
消するために，再度男性たちは今の状態の意味
を変化させようと試みていく。
〈肯定的物語探し〉
　上記概念のように純粋な自身の中での意味付
けとは異なり，外的な知識を参照しながら自身
の心のバランスを取るために意味付けを行って
いく。それを『現状や行為を肯定的に説明した
り，納得したりするために外的な知識を探すこ
と』と定義し，〈肯定的物語探し〉という概念
を生成した。
　　 　そうやって悩んでるときにこれを許して
くれるものはないかとか思っていろんなも
のを探したりしたり。ヒンズー教の神さま。
絵がある。神さまが浮気してる絵やねん。
（中略）そういう人にも許しを与えるみた
いな。
　上記の語りのように，神様が浮気していたり，
統計的な調査を参照にしたりすることで，自身
の罪悪感を低下させようと試みていく。やまだ
（2000）によると物語は，自己と他者（あるいは，
もう一人の自己）の亀裂や，前の出来事と後の
出来事のあいだの裂け目が大きくなったとき，
それをつなぎ，意味づけ，納得する心のしくみ
が必要なときに生まれる。つまり，人が日常を
生きている時には物語は生成されにくい。日常
を離れ，非日常を感じる葛藤状態の中で物語は
生成される。そう捉えるならば，この男性たち
の物語そのものが，彼らの心のうちに高い葛藤
があること，そしてその状況を様々な葛藤と戦
いながらも生き抜いてきたという事実の証明に
なると考えることができるのではないだろう
か。
４　総合考察
　本研究は妻との良好な関係を維持しながら，
婚外恋愛をする男性が婚外恋愛関係を安定化さ
せていく過程をどのように意味づけ継続してい
くか，そして婚外恋愛の社会的位置づけを明ら
かにすることを目的とした。
　本研究では「婚外恋愛」という言葉を，中立
性を保つために用いた。しかし，インタビュー
中info.自身が「不倫」という言葉を使っていた。
それだけ「不倫」という自己批判を含んだ言葉
が彼らの中に生きており，リアリティを持って
いるのだろう。
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　「不倫」というマイナスの評価から婚外恋愛
は世間では「楽しんでるだけ」というふうに言
われる。しかし，本研究のinfo.は，高い《葛藤
と罪悪感》に苛まれていた。その内実を記述し
たことは，それだけで従来のドミナントストー
リーを書き換える契機を与えたと考えられる。
また，「楽しんでいる」を違う言葉で婚外恋愛
の「快」の部分を記述した《栄養剤》というカ
テゴリーは，その中身を特定したという点で詳
細に婚外恋愛の現象を把握する上で大きな意味
を持つ。特に，《栄養剤》の中で語られた，妻
との安定的関係とパラレルな関係を持つ〈性的
要因〉や〈プラトニック要因〉，逆に成長欲求
を満たしてくれる〈成長〉や〈いつもと違う役
割と経験〉はなぜ男性は婚外恋愛関係を長期的
に維持するのかという問いに十分応えてくれる
と思われる。
　info.たちは，婚外恋愛の経験を通して妻との
関係を再考していく。それは読み間違えると，
妻に無償の愛を得られる存在である母の役割を
重ねるといった，従来の物語に見えてくる。し
かし本研究において見られた語りは，長期的に
自らの力も相まって作り上げてきた夫婦関係へ
の信頼であり，自らの努力を伴うため，従来の
物語とは異なる。もちろん，ここに完全な無償
の愛の物語からの脱却があるわけではない。
info.の多くは何をしても許してくれる妻像が見
え隠れする。しかしながら，その物語を多少な
りとも書き換えることが本研究では達成できた
のではないだろうか。
　他方で，これは男性の語りであるという点と
同時に，彼らの語りを支える女性の存在を考え
なくてはならない。彼らは１人で恋愛をしてい
るわけではない。info.６人中，４人の恋人には
夫がいる。つまり，従来の経済力が豊かな男性
が妾を抱えるといった婚外恋愛とは異なる。彼
らは経済的につながっているわけではない。そ
の背景には，男性に一方的に選ばれるのではな
く，自ら主体的，選択的に男性を選んでいると
いう従来のジェンダーを打ち破った女性の存在
が考えられる。また，男性側においても異なる。
ジェンダー論では，男性は女性に対して「優越
志向」「権力志向」「所有志向」があり，女性を
支配の対象としてモノ視する態度があると指摘
されてきた（たとえば，伊藤，1995）。しかし，
彼らの関係の中でそれは薄い。つまり，恋人を
相手の夫から奪って自分のものにしようとする
支配欲や，恋人にそれを押し付けたりするとこ
ろはあまり見られない。彼らの関係は限りなく
平等に近いように見える。逆に，規定されたジ
ェンダーを持たない中性的な男性という概念か
らも外れる。彼らは《栄養剤》からも見て取れ
るように，恋人との関係の中で，自分が男性と
して見られているという男性としてのアイデン
ティティを再度確認していく。婚外恋愛とは，
結婚によって喪失した男としての役割，男性ア
イデンティティの再構築の一面も持ち合わせて
いるのだ。支配ではない，平等の関係の中から
男性としてのアイデンティティを見出せる新し
い男性性は，婚外恋愛という事象を超えて新し
い男性性の可能性を示してくれるものとなるの
かもしれない。
　他方で，Linquist（1989）は，婚外恋愛を社
会の基盤となる家庭を脅かす破壊行為として否
定するのではなく，夫婦関係の足りない部分を
補って結婚生活を守ったり，経験者に人間的成
長をもたらすとした。本研究では，男性側の主
観的な語りのみを扱ったため，断定的には言う
ことができないが，夫婦関係が壊れないように
保つという，社会的視点で家族制度を守ってい
る可能性が示唆されたのではないだろうか。
　本研究の意義は，［自己意味づけ作業］とい
うコアカテゴリーの元へ他の概念が影響を与え
ながら変化していくプロセスが明らかとなった
点にある。Frank, A. W.（1995）は病になった
人は，情報や海図を失う難破船のようなものだ
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とした。婚外恋愛は病ではない。しかし，葛藤
が多いという点では共通するところがある。こ
のプロセスは，当事者や，それに関わっている
人の海図となり，自身の立ち位置をそれに照ら
して，判断する材料になると思われる。
　最後に，本研究は夫側の語りを分析した。し
たがって，妻側の視点が欠けている。量的には
非対称であれ，同じ問題があることが想定され
る。また，妻側が夫の行動をどのように見てい
るのかも本研究にはまったく反映していないこ
とも考慮の必要がある。今後の課題として，夫
側だけではなく，妻側の婚外恋愛も明らかにし
ていく必要があるだろう。また，夫側に関して
も，本研究で扱えなかった，婚外恋愛時の，子
どもの存在など他のバリエーションが考えられ
る。それらの研究も今後必要である。
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